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２０１６年１０月１１日 

各   位 

会 社 名  

代 表 者 名 代表取締役社長 前田 雄一 

コード番号 ６２４７ 

上場取引所 東証 第１部 

問 合 せ 先 経営管理部部長 波多野 浩史 

電 話 番 号 ０６－６３６３－０００７ 

 

子会社の異動を伴う株式取得に関するお知らせ 
 

当社は、本日開催の取締役会において、下記のとおり旭工業株式会社（以下、「旭工業」という。）の

株式全てを取得し、子会社化することを決議しましたので、お知らせいたします。 

 

１．株式取得の理由 

  旭工業は、全自動連続殺菌冷却装置などを主力製品とする食品製造機械の製造・販売を行っており、

低温領域の殺菌技術を有しております。 

  今般の株式取得により、当社が得意とするバッチ式の殺菌技術に当該連続殺菌技術が加わることで、

顧客に幅広い領域で殺菌機器を供給することが可能となり、食品業界の新製品開発に寄与できるもの

と期待しております。 

 

２．取得の方法 

当社は、マーチャント・バンカーズ株式会社が所有する旭工業株式の全てを取得します。なお、同

時に同社が所有し、旭工業に賃貸している東京都青梅市所在の工場土地・建物につきましても併せて

取得いたします。 

 

３．取得する子会社の概要 

(1) 名 称 旭工業株式会社 

(2) 所 在 地 東京都千代田区有楽町一丁目７番１号 

(3) 代表者の役職・氏名 代表取締役 相川 尚文 

(4) 事 業 内 容 全自動式蒸気殺菌装置ならびに麺類自動茹装置等の食品製造機械の製造および販売 

(5) 資 本 金 10百万円 

(6) 設 立 年 月 日 昭和 37年２月１日 

(7) 大株主及び持株比率 マーチャント・バンカーズ株式会社 100％ 

(8) 上場会社と当該会社

との間の関係 

資 本 関 係 該当事項はございません。 

人 的 関 係 該当事項はございません。 

取 引 関 係 該当事項はございません。 

(9) 当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態 

 決算期 平成 26年３月期 平成 27年３月期 平成 28年３月期 

 純 資 産 85百万円 100百万円 110百万円 

 総 資 産 587百万円 396百万円 357百万円 

 １株当たり純資産 4,271円 17銭 5,028円 41銭 5,506円 18銭 

 売 上 高 470百万円 341百万円 371百万円 

 営 業 利 益 48百万円 27百万円 17百万円 

 経 常 利 益 34百万円 27百万円 16百万円 

 当 期 純 利 益 △2百万円 15百万円 9百万円 

 １株当たり当期純利益 △105円 27銭 757円 23銭 477円 77銭 

 １株当たり配当金 － － － 
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４．株式取得の相手方の概要 

(1) 名 称 マーチャント・バンカーズ株式会社 

(2) 所 在 地 東京都千代田区有楽町1-7-1 有楽町電気ビルヂング 北館 7階 

(3) 代表者の役職・氏名 代表取締役社長兼ＣＥＯ 一木 茂 

(4) 事 業 内 容 1.国内、海外の企業・不動産への投資業務およびＭ＆Ａのアドバイス 

2.不動産の売買、仲介、賃貸および管理業務等 

3.宿泊施設、飲食施設及びボウリング場等の運営・管理 

(5) 資 本 金 2,700百万円 

(6) 設 立 年 月 日 昭和 22年 3月 17日 

(7) 連 結 純 資 産 2,797百万円 

(8) 連 結 総 資 産 5,339百万円 

(9) 大株主及び持株比率 トータルネットワークホールディングスリミテッド 26.34％ 

(10) 上場会社と当該会社

との間の関係 

資本関係 該当事項はありません。 

人的関係 該当事項はありません。 

取引関係 該当事項はありません。 

関連当事者の該当状況 該当事項はありません。 

 

５．取得株式数、取得価額および取得前後の所有株式の状況 

(1) 異動前の所有株式数 0株 

(議決権の数 0個) 

(議決権の所有割合 0.0％) 

(2) 取 得 株 式 数 20,000株 

(議決権の数 20,000個) 

(3) 取 得 価 額 350百万円（予定） 

(4) 異動後の所有株式数 20,000株 

(議決権の数 20,000個) 

(議決権の所有割合 100.0％) 

 

６．異動（株式取得）の日程 

(1) 取 締 役 会 決 議 日 平成 28年 10月 11日 

(2) 契 約 締 結 日 平成 28年 10月 11日 

(3) 株 式 取 得 実 行 日 平成 28年 11月 １日（予定） 

 

７．今後の見通し 

本件における2017年３月期の連結業績および個別業績への影響は軽微であります。 

 

以 上 


